
JP 2010-61981 A5 2011.10.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年10月13日(2011.10.13)

【公開番号】特開2010-61981(P2010-61981A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2008-226227(P2008-226227)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｘ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｙ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｒ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月29日(2011.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソード側電極に酸化剤ガスを供給する複数の酸化剤ガス流路及びアノード側電極に燃
料ガスを供給する複数の燃料ガス流路を有し、前記酸化剤ガス及び前記燃料ガスの電気化
学反応により発電する燃料電池を備え、前記酸化剤ガス流路及び前記燃料ガス流路が前記
酸化剤ガスで満たされた状態で運転停止される燃料電池システムの始動方法であって、
　前記燃料ガス流路に前記燃料ガスを供給するとともに、隣接する前記燃料ガス流路間に
差圧を発生させることにより、前記アノード側電極の隣接する前記燃料ガス流路間に対応
するガス拡散層領域内に滞留する前記酸化剤ガスを、前記燃料ガスに置換することを特徴
とする燃料電池システムの始動方法。
【請求項２】
　請求項１記載の始動方法において、互いに隣接する前記燃料ガス流路は、一方の燃料ガ
ス流路の入口側と他方の燃料ガス流路の出口側とに交互に絞り部を設けるとともに、
　前記絞り部は、発電領域外に配置されることにより、少なくとも前記発電領域内に滞留
する前記酸化剤ガスを、前記燃料ガスに置換することを特徴とする燃料電池システムの始
動方法。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の始動方法において、前記燃料ガス流路を負圧にした後、前記燃料
ガス流路に前記燃料ガスを供給することにより、前記酸化剤ガスを前記燃料ガスに置換す
ることを特徴とする燃料電池システムの始動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１５】
　この始動方法は、燃料ガス流路に燃料ガスを供給するとともに、隣接する前記燃料ガス
流路間に差圧を発生させることにより、アノード側電極の隣接する前記燃料ガス流路間に
対応するガス拡散層領域内に滞留する酸化剤ガスを、前記燃料ガスに置換している。
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